
　娘の成人式をむかえて　　　　尾造　政代

平成八年に生を受け、苦労はありましたが関わって頂いた方々のおかげで娘は今年無事成人式を迎えることができました。
[bookmark: _GoBack]　娘は小学校六年生の頃から日中一時でひまわり園にお世話になっています。平成二六年に入所し、現在は生活介護で楽しく作業を行っています。
福岡市の成人式から遅れること五日、園で成人式を行って頂き、職員の方々はスーツに着替え、自治会長までお越しいただき、それは本当に娘ひとりのために心のこもったものでした。たくさんのお祝いの言葉、品、そして園の全員の方々からの歌のプレゼントに娘も感極まり涙していました。子供の頃から娘の成長を見守ってくださっていた職員の方々、利用者と保護者、地域の方々に祝ってもらえ、どんな立派な会場での式よりも輝いていました。これこそが本来の成人式の有り方だと改めて感じました。
幸せ一杯のこの日を親子共々一生忘れないであろうと思います。
成人式というひとつの節目を迎えましたが、この先の人生の方が長く険しいものになるかもしれません。今後も暖かく、大きな心で見守っていただきます様よろしくお願い申し上げます。
娘の笑顔がいつまでも続きますように。　
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